





















































































































































































































































































































































































































































アンカーの大きな分類 具体的なアンカー 割合 採用国数





国 内 均 衡
マネーストック 13.1％ 25
インフレターゲット 17.8％ 34
そ の 他 その他（明確な名目アンカーが存在しない） 22.５％ 43
注）「その他」にはアメリカとユーロ圏各国を含む。























































































































































































































３）例えば一例を挙げれば、南米を対象としたものにHallwood, Marsh and Scheibe（2006）やBerg, 
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